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南信森林管理署
（各署の景勝地等を紹介）

風景紀行
「犬山・八曽自然休養林」
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しろ うま だけ

南
ア
ル
プ
ス
南
部
の
登
山
口「
遠
山
郷
」

　

長
野
県
飯
田
市
上
村
・
南
信
濃
地
区
を
総
称

し
て
遠
山
郷
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
遠
山
郷

は
、
南
ア
ル
プ
ス
（
赤
石
山
脈
）
の
南
部
西
側

に
中
央
構
造
線
に
沿
っ
て
遠
山
川
が
南
下
し
、

南
ア
ル
プ
ス
の
登
山
口
で
あ
る
と
と
も
に
、
遠

山
の
霜
月
祭
り
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
を
有
し
た

町
で
す
。
飯
田
市
街
地
か
ら
東
に
向
か
い
車
で

約
一
時
間
程
の
位
置
に
あ
り
ま
す
。

◆
南
ア
ル
プ
ス
南
部
の
登
山
口

　

南
ア
ル
プ
ス
最
南
の
三
、〇
〇
〇
㍍
峰
の
聖

岳
（
標
高
三
、〇
一
三
㍍
）
と
ハ
イ
マ
ツ
群
生

の
日
本
最
南
端
の
地
を
望
む
光
岳
（
標
高
二
、

五
九
一
㍍
）
の
百
名
山
へ
の
長
野
県
側
の
登
山

口
に
あ
た
り
、
南
か
ら
鶏
冠
山
、
池
口
岳
、

加
々
森
山
、
光
岳
、
イ
ザ
ル
ガ
岳
、
易
老
岳
、

仁
田
岳
、
茶
臼
岳
、
上
河
内
岳
、
聖
岳
、
兎

岳
、
大
澤
岳
そ
し
て
赤
石
岳
へ
続
く
尾
根
は
大

自
然
の
ま
っ
た
だ
中
に
あ
り
、
朝
日
が
富
士
山

よ
り
昇
る
季
節
は
ご
来
光
を
仰
ぎ
い
た
だ
く

峰
々
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
落
石
を

繰
り
返
す
林
道
と
登
山
口
よ
り
尾
根
ま
で
五
時

間
を
超
え
る
急
登
が
待
っ
て
お
り
、
体
力
が
か

な
り
必
要
な
こ
と
か
ら
、
中
級
以
上
の
登
山
者

に
お
勧
め
の
ル
ー
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◆ 

遠
山
の
霜
月
祭
り

　
（
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）

　

十
二
月
に
入
る
と
順
次
、
遠
山
郷
各
地
区
の

神
社
に
お
い
て
、
日
本
国
中
の
神
々
を
呼
び
集

め
て
、
各
神
社
に
は
湯
釜
が
置
か
れ
、
数
時
間

に
わ
た
り
古
く
か
ら
伝
わ
る
数
々
の
面
を
拝
し

た
舞
が
つ
づ
き
、
大
き
な
釜
は
熱
湯
を
た
ぎ
ら

せ
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
は
舞
い
な
が
ら
素
手

で
熱
湯
を
ま
く
と
い
っ
た
湯
立
神
楽
を
奉
納
す

る
霜
月
祭
り
は
、
山
深
い
こ
の
里
の
厳
し
い
自

然
の
中
に
息
づ
い
た
素
朴
な
信
仰
と
エ
ネ
ル

光小屋稜線より富士を望む

ギ
ー
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

◆
下
栗
の
里
（
ふ
る
さ
と
百
選
）

　

国
道
一
五
二
号
線
か
ら
車
で
約
二
十
分
ほ
ど

登
る
と
山
の
斜
面
に
上
村
「
下
栗
」
と
い
う
集

落
が
あ
り
ま
す
。
平
ら
な
部
分
は
各
家
々
の
敷

地
で
畑
は
平
ら
な
も
の
を
探
す
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
で
き
ま
せ
ん
。
集
落
の
中
を
つ
づ
ら
折
り
に

通
る
道
は
当
然
大
型
車
は
通
行
困
難
な
狭
隘
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
下
り
坂
を
初
め

て
運
転
す
る
時
は
曲
が
り
道
で
道
の
先
が
見
え

ず
足
の
震
え
を
覚
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
春
は

新
緑
の
芽
吹
き
と
山
桜
が
谷
か
ら
登
り
、
秋
に

は
紅
葉
が
ア
ル
プ
ス
の
尾
根
か
ら
下
る
遠
山
谷

の
風
景
を
一
望
で
き
ま
す
。

　

童
話
作
家
椋
鳩
十
氏
は
こ
の
遠
山
谷
か
ら
い

く
つ
も
の
童
話
を
誕
生
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
国
有
林
野
は
南
ア
ル
プ
ス
を
主

体
に
管
理
し
森
林
生
態
系
保
護
地
域
な
ど
各
種

保
護
林
の
み
な
ら
ず
、
地
元
の
方
々
と
共
に
後

世
に
残
す
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

　
（
下
栗
の
里 

所
在
地
）

　

長
野
県
飯
田
市
上
村

○
車
で
お
越
し
の
場
合

　

中
央
自
動
車
道
飯
田
Ｉ
Ｃ
か
ら
矢
筈
ト
ン
ネ

ル
経
由
で
七
十
五
分
。

○
公
共
交
通
機
関
を
利
用
の
場
合

　

Ｊ
Ｒ
飯
田
駅
か
ら
路
線
バ
ス
遠
山
郷
線
で

六
十
分
、
上
町
バ
ス
停
下
車
、
バ
ス
停
か
ら
タ

ク
シ
ー
で
十
五
分
。

耕して天に至る下栗の里集落

霜月祭「湯立ての神事」




